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 「感謝って、いいね」               

内部卓話：菊池 勲 会員 

  
 

卓話に先立ち、菊池会員の松下政経塾

の先輩からいただいたミカンの大トロ

「せとか」をごちそうになりました。 

18 歳の頃、私は坊主頭で金髪だった

んです。体型は今のだいたい 3 分の２

くらい、今の推定体重は９５キロなの

で（笑）６０キロ後半から７０キロ位

が当時の体重でしたからかなりスリム

だったんですよ。金髪にしていたのは

大学入試に落ちた腹いせだったかもし

れないし、野球部でずっと坊主頭で髪

型を好きに出来なかった反動があった

のか、そういうわけで金髪だったんで

す。私はずっと大阪にいたんですけれ

ど、当時大学に入れなくて、それまで

はずっと宇宙飛行士と野球少年を目標

にしている好青年のイメージがあった

んですけど、だんだんそれがスレてき

ました。こういうところから話がスタ

ートするんです。 

当時は大学に落ちて浪人生の夏にな

ったとき、勉強しまくって当時の睡眠

時間は 2 時間、ひたすら勉強しまくっ

て京都大学がＢ判定でるとか普通に
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「あ、これもう入試は大丈夫だな」と

思っていました。そうしたら「大丈夫

だな」という言葉で安心したのか、人

というのは面白いもので、目標に近づ

くと心が揺れ動いて、なんで勉強しな

きゃいけないのかって考え始めました。

なんのために自分がその大学に入るん

だとか、なんのために勉強するんだと

かを考え始めて、それ以来勉強ができ

なくなって、自分の将来ってなんなの

かなあって、思い悩みながらどんどん

道をはずれていきました。 

その答えがでるのにはずーっと時間

がかかって、それは大学に入る直前く

らいまでかかりました。浪人期間中に、

私は ena という東京中心に出している

塾があるんですが、そこで先生の奥田

猛という人に出会いました。彼はもの

すごく数学が得意で、数学の授業を習

ったときに本当に難しい問題を自分で

作ってきて、東大受験生、京大受験生、

医学部はじめ色んな人たちを教えてい

ました。その奥田先生の授業を受けて

いた時にすごく自分が気づかされたこ

とがあって、それが今の基礎になりま

した。今から思えばそれがわかるんで

すけれど、なんのために生きているん

だろうとか、なんのために生きなきゃ

だめなんだという答えがわからなくて

自分自身がすごく揺れていたときに、

奥田先生というのは「別に答えを求め

なくてもいい、自分の生き方をちゃん

と求めていきなさい」というかたちの

指導。数学って、当時自分も数学とか

物理が大好きでやっていたんですけど、

本来いろんな解き方があります。でも

大体先生がこの解き方をしなさいって、

答えを一通りしか教えてくれないんで

すよ。で、自分が行き詰まったときに

なんで行き詰ったのかという答えをだ

させてくれなくて、また強制されてス

タート地点も戻されて、その先生の解

き方だけを教えてもらうというくり返

しだったんですよ。もちろん、コピー

された人間だったらそれはすごくいい

んですけど。人って、なんでもそうか

もしれないけど、こういう生き方をし

なさい、ああいう生き方をしなさいっ

て全部が年上の人からの目線で教えら

れたときに途中まではだぶんいけるん

ですよ。ある程度までいけてもなんか

の壁にぶつかった時、そこで答えを出

せないと行き詰ってですね、またスタ

ート地点に戻る。で、自分が高校を終

わって当時大学を落ちたときに一番大

事だった目標ってなんなのか、自分の

考えがどうも答えがでてこない。この

時、今までは模範解答みたいなものが

用意されていたところだけをひたすら

求めていた自分があって、そこで悩み

ました。奥田猛という先生と出会って、

「君はこういう答えをだそうとしてい

る。じゃあ、これはどうしたら解ける

のか？」そこを教えてくれるんです。

だから 100 万通りの解き方があったら

その 100 万通りの解き方を教えてくれ

るのが奥田猛という人でした。だから

私はそのとき、なんで自分が悩んでい

たのか、なんで勉強しなきゃならない

のか、なんで目標をもたなきゃならな

いのか、わからなかったんですけど、

やっとそのとき前に進もうという気持

ちが出てきました。で、長くかかって

東北大学に入った時に、東北大学には

いることが当時私の目標になっていま

した。だから東北大学に入ったとき、

物理を勉強しなければいけないけど、

そのあとまた自分は何を目指したらい

いのかぐらついてきました。大学に入
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ったときに宇宙飛行士になりたいとい

う夢があったんですけど、実際入って

から勉強が簡単だったんですよ。受験

の方がむずかしい。奥田猛という先生

が作った問題のほうが難しい。そのほ

うがすごく自分の身になっていて、大

学に入ったとき、なんで自分が大学に

行かなきゃならないのかと思っていま

した。 

その頃、はじめて塾の先生のアルバ

イトも同時に始めました。当時塾の先

生の時給が 2500 円だったんですけどい

ろいろ紆余曲折があって、塾の先生と

して時給 3500 円くらいまであがってい

たんですよ。人気講師になってあれよ

あれよと貯金も一気に 100 万円を超え

て稼ぎに稼ぎまくっていました。「俺、

塾の先生で行けばいいや」と思って、

学校をやめるかやめないかというのを

大学 2 年生のときに悩みました。で、

もう、大学で物理のことを勉強しなく

ていいや、大学より、いまの困ってい

る子ども達を教えなきゃということが

ありました。悩んだときに一番最初に

忘れていたのが、自分の両親に対する

感謝です。いままでは当たり前だった

けど、なんでかわからないけど当時親

に「大学をやめようか」と相談しまし

た。そしたら親はなんにもいわないで

「別に、自分の好きなようにしなさい」

という話で終わって、そのとき辞めよ

うかなというのが頭に浮かびました。

でも、大阪にいる時のある友人に相談

したとき「いや、おまえ間違っている

よ」と言われたんです。「自分が高校、

浪人と育ててくれて、親が自分を育て

るためにいくらお金をつかって、いく

ら親が心配していたと思うんだ！それ

に対して、もし感謝という気持ちをも

っていたらまずは大学を卒業してから

塾の先生になればいいじゃないか、君

の気持ちはよくわかる、でも大学とい

うところに入って欲しいと思ったのは

たぶん親もそう思ったはずだ。その親

の気持ちに応えるのも君のひとつの役

目じゃないか」と言われて当時そのと

き踏みとどまって、「そうだな、ほん

とに親にお世話になったなという気持

ちもあったけど、大学を卒業すること

がひとつの親への感謝なんだ」という

ことで、大学を卒業するまではがんば

ろうというと思いました。当時、大学

1 年生の 1 学期以降、私は 3 年生前半く

らいまでほとんど大学にいってなくて

塾の先生をやってお金ばかり稼いでい

ました。でも、そのあと、3 年生後半

から 4 年生いっぱいにかけて残りの単

位を全部とったんですよ。そのときは

受験期と同じで寝るヒマもなく勉強し

ました。 

それと、なんで今の政治の道につな

がっていくのかというと、これがまた

もうひとつの「感謝」という言葉がキ

ーワードになっています。私は大学 1
年生のとき、塾の先生を始めました。

当時宇宙飛行士になるか、いろんなこ

とを思って大学で勉強するなかで子ど

も達の教育を考えるようになって。私、

塾の先生をやって一番最初思っていた

のは、自分の解き方さえ教えればきっ

とこの子ども達はエリートに育ってい

くんだというという感覚だったんです。

でも途中でこれがマズいということに

気がついたんです。正確には、子ども

達に気づかされたんですけど。 

子どもって、それぞれに生き方があ

って、それぞれに考え方があるので、
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自分の考え方をいくら教えたってそれ

は私の浪人生の時と同じなんですよ。

それぞれの考え方があるので、それぞ

れの子どものつまずいているところが

どこなんだと見極めていかないと教育

って解決していかないんだ。そういう

ところを実際教えていく中ですごく気

づかされて。で、とあるときに私が、

さりげない問題でわかんないといわれ

て教えたときに「ありがとう」といわ

れました。私は教えてありがとうとい

われたのはそれが初めてです。ある子

どもが中学校を卒業して高校に受かっ

たときに「先生があの問題を教えてく

れたから私の今がある」と言われたん

です。「だからすごく感謝しています」

と言われて。最初なんのことかよくわ

からなかったんですけど、でもやって

いく中で、子ども達っていろんな所で

つまずいて、紆余曲折して、そのとき

にさりげない言葉とか、さりげないキ

ーワードとかが意外に子ども達の進路

にすごい影響を与えているってわかっ

て、教育ってものすごく大事なんだと

当時の私は大学 1 年生を終わったとき、

受験というひとつの山を越えたときに

感じさせられて、教育の大切さに没頭

していきました。菊池さんみたいな先

生が学校の先生だったらと言われる中

で、私の問題意識に一番あるのは学校

の先生とか、または他の大人の人が、

なんで子どもがつまずいている場所を

わかってあげられないのか、疑問に答

えられないのかというのが私の中でそ

のときにひっかかった部分です。どう

したらいいのかなと考えたときに、人

を育てることをやっていかなきゃなら

ないんだ、と。それは私も含めて大人

たちが子ども達のわからないところを

気づける存在にならないと、たぶん子

どもたちって全国いろんな所で、いろ

んなことで悩んでる子どもがいて、そ

こにヒントを出したり、または答えを

出すことができない子供たちがたぶん

ごまんといるんだろうなというところ

に気づきました。もしかしてこれって

教育もそうだけど、それ以外の選択も

あって、政治というフレーズと人材育

成というフレーズが重なって、それが

私が松下政経塾に入ろうとした大きな

問題意識の原点になりました。当時、

子どもに「ありがとう」と言われて、

そして感謝されたときに私が受けた言

葉、思いに対して自分がこれから答え

ていかなければならない、それがきっ

と子供たちが生きやすいとか、私がい

ままでかかわって来た子ども達と今で

も連絡を取りあっているけれど、子ど

も達の可能性をどこかで気づいてあげ

て、子供たちが成長していけば、こん

なにこの子ども達って人生のなかで選

択肢が増えていくんだという実感があ

り、そのあと、子供の悩みに気づける

大人を育てたいというのがひとつの夢

で政治家を目指していこうと決めた背

景があります。 

政経塾にはいったあとの話をすると

長くなってしまうのではしょりますけ

ど、最後に、やっぱり政治でやらなけ

ればいけないと思った一番のポイント

は政経塾の時に、北海道家庭学校とい

うところで研修をさせてもらいました。

1 年間北海道の流氷が見える地域の、

名前をど忘れしましたけど（注：遠軽

町）、そこに木造の、非行少年が更生

のために入っていく学校があります。

そこは全寮制なんですけど、全寮生と

いっても、寮長、寮母がいて家族みた

いに寝食をともに生活をして生活習慣



 Weekly Bulletin of Hirosaki Apple Rotary Club                 No. 20, 2012-2013 

 

を整えていくところから子ども達の更

生をしようということをやります。お

父さん、お母さんからの愛情が少ない

っていうのが背景にあるんですけど、

それに似た空間をつくりながら子ども

達の更生を整えていく、そして、併設

されている学校で単位をとり、卒業資

格をとりましょうというのがその学校

のプログラムとしてあります。私も 1
年間ぶっ通しで行かせていただきまし

た。そのとき感じたのは、子ども達は

大人のことをすごく見てるんです。特

に非行少年とか、ちょっと落ち着きの

ない子供ってすごく私達のことを見て

て、「菊池さんって資格取るためにこ

こに来たんですか」と一番最初に言わ

れました。でも資格じゃなくて自分は

こういう子ども達をなんとかしたいと

思うから来てて、でも、それを子供は

すぐ見破ります。私のほかに何人か、

司法書士とか社会福祉士とか色んな資

格を取りたいと研修にきていた人たち

がいて、「あの人は資格を取りたいか

らきているだけだよ。顔をみればわか

るもん。行動をみればわかるもん」と

いわれて、私はその中で子供ってやっ

ぱりそういう感覚がすごく優れていて、

自分は確かに真正面から子ども達の行

動や発言を受け止めていく中で、彼ら

の過去にあったこととか普通話してく

れないけど、いろいろ話を聞かせても

らいました。やっぱりそういう子供た

ちが気持ちを発する場とか思いを語る

場というのが彼らにはないんだなとい

うのがものすごい背景にあってですね、

ある授業の時、それは書道の授業でし

たが、私も書道を小学校の時に少しや

っていて、ちょっと書いたんです。で、

子供たちがみんな集まってきて「こん

な字みたことない」って言うんですよ。

汚すぎて見たことないんじゃなくて、

自分で言うのもなんですが、すごい躍

動感があってこんな素晴らしい字を見

たことがないって自分に言ってくれた

んです。だから自分は何をしたかとい

うと、子供たちがみんな名前を書いて

っていうんです。自分の名前を書いて

ほしい、菊池さんの字で名前をかいて

ほしいんだって。なので全部に名前を

かいてやったんです。そしたらある日、

私が帰って彼らのベッドをみたらその

紙を貼ってあるんです。その 1 年後、

帰って政経塾の寮に戻ると、あるとき

子ども達から手紙が届きました。それ

はみんな見よう見まねで書いてるんで

すけど、読めるような漢字がひとつも

ないんです。そういう子供が感謝の気

持ちを書という形で返してくれる、そ

ういう子ども達の気持ちにこたえてい

く仕草が、いま思いの矛先がわからず

非行に走っていく子ども達には必要な

んだと改めて実感しました。卒塾後は

教育に目線をおきながらも、まずは制

度かもしれないし、あるいは人材育成

の教育の面かもしれないし、まだ私は

答えを出せてないと思いながらいろん

な分野に取り組んでいこうと決め、ひ

とつのきっかけとしてまずは地元の子

ども達をなんとか、いま不登校でも

100 人くらいいますが、まずその子ど

も達を将来ある社会で自立させたり、

学校に行かせたりすることをなんとか

やれないかなと思いながら、教員は教

職免許がないから行けないし、行政と

か一民間人としてそういうものに携わ

っていこうというのが本当の原点にあ

ります。 

そのあと、私の仕事の話をすると長

くなりますが、社会の中でどんどんお
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ちこぼれていく若い人、または片道切

符で東京に行く自立ができない若い人

たちを見ていく中で、地元弘前と重な

る部分がすごいあって、やっぱり若い

人たちだって働きたいし、夢がある人

が多くて、やはり子供の社会への自立

の基本的な部分、若い人たちは夢を追

ってダメになったときになんとかもう

一回社会の中に這い上がれるシステム

をつくるのが基本的な部分にあって、

それは、いままであった子ども達の感

謝が基盤にあって今の自分にあってい

るなと最近になってよくわかりました。 

とある本をずっと見てて、この間聖

愛高校でも講演をさせてもらったんで

す。そのとき言ったんですけど、実は

「心」をいう漢字があるんですけど、

なんでこれを「心」というかわかりま

すか？と言ったら、まあ、高校生はな

かなかわからないです。私も実はこれ

をなかなかわからなくて。心臓のしん、

だったら中国からきているから読める

んだけど、心ってなんで「こころ」っ

ていうんだろうと思って、いろいろ本

を読んだんです。漢和辞典を見ればい

ろいろ書いてあるからわかるんですけ

ど。日本人って面白いと思うのは心と

いう字を見てピーンときたのは、この

心というのは「コロコロ変わる」とい

うことからこころが成り立っているん

です。私自身目標に向かっているとき

は心が一直線なんです。ひたすらまっ

すぐ向かうんですけど、でもいざ目標

手前になると人は心が揺れ動くんです。

怠けたい、サボりたい、またはちょっ

と遊びたい、勉強したいとかいろんな

心が揺れやすくて、その心を落ち着か

せるのがひとつの人としての大事な道

なんだ。目標を立てたりまたは勉強し

たり。ただ単に勉強しなさいではなく、

あなたは目標を持ちなさいということ

に対して、私は答えを出せるとすれば

心をひとつの方向に向ける、そして、

それに向かっていくことが人として、

人が進んでいくには必要なんだという

風な形で、コロコロ変わる心を落ち着

かせるところから来ているという話を

高校生にしました。 

もっと面白かったのが、志を立てな

さいといわれて「志」の意味がわから

なかったんですけど、これは上がもと

もと足という字と心の字がくっついて

志になる。心が足を持って歩いていく

方向、それが「志」なんです。つまり

何かって言うと移り気な心がひとつの

方向に向かって突き進んでいる状況が

志がある、または志を立てている人な

んだという話を、そのとき私もこれを

ちょっと勉強していました。それで、

「志」という言葉を、自分自身の人生

に当てはめると、子ども達や親からも

らった感謝という言葉がこの心を定め

てくれました。この心が定まった方向

がいま自分は政治とか、その立場でや

っていくわけですけど。これ、最後な

にに行き着くのかなって、これも辞典

で調べて一つの漢字に行き当たったの

が「徳」という漢字だったんです。

「徳」って少し崩してみると志という

言葉の間に目と言う字が入って人って

いう字が付くと「徳」になります、こ

れは何のことかというと、この心と目

と十というのがまっすぐ素直にという

意味なんですけど、まっすぐ素直に目

で見て肌で感じて人間の五感で感じな

がら心が向かう方向が「徳」なんだと

いう話をあとで聞いたとき、自分にと

って感謝という言葉と向かっていく方
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向、これが人を作る「徳」っていう言

葉なのかなあと、本を読みながらすご

い感じるところがありました。やはり、

移り気な心をひとつの方向にむけてく

れるのは何につけても人からの言葉。

また、感謝の重みというのを私も行く

先々でいろんな移り気な心がある中で、

それをひとつの方向にいつもやってく

れてるのは、自分の背中を押してくれ

ている近所のおじちゃんやおばちゃん

の「いつもありがとな」という言葉な

んです。なので案外こういう言葉の大

切さというのは最近忘れられていて、

そういう「感謝」って人の心を整えて

くれる役目があるんだってことを、こ

れは聖愛高校でも言ったんですけど、

この言葉の重みがすごい大事だなと思

います。幸か不幸か、「ありがとう」

という言葉を漢字で書くと「有ること

は有り難し」。ということは、ほとん

どない、めったにない貴重なことを昔

の人はありがとうという感謝の言葉に

代えたといっていました。きっと、そ

れだけ大事な「感謝」という言葉が忘

れ去られたり、またはそれで自分が支

えられることに気づいていないという

ことが、今すごい不幸なのかなあとい

うところがあって、こういう言葉を子

ども達に伝えていかなければならない

し、自分自身がそれを実践していかな

ければならないと思います。最近は特

にそう感じることが多くなりました。

ぜひ皆さんも思い当たる方、帰ったら

「ありがとう」の言葉をかけると、意

外とその相手の人が心が定まって向か

っていくのかなあということをですね、

私の経験で感じていましたので実践を

していただけたらと思っております。 

我が家の夫婦関係はですね、この言

葉のおかげで大変最近生き生きしてお

りますので、それ以上の突っ込みはナ

シにしまして、「感謝っていいな」と

いうことで私の内部卓話とさせていた

だきます。（大拍手） 

 

会長挨拶 山本周平会長 
普段何気なくしゃべっている菊池さ

んのことを深く知れてよかったと思い

ます。以前、奥様と３人で食事したこ

とがあるのですが、そのときはちょっ

と心配していた自分がいました。ちょ

っと甘えた菊池さんがいまして、奥さ

んをからかうような、こっちはまとも

訊いているのに、「そんなのこうでい

いよ」みたいな。いい夫婦の感じがみ

えたのですが（笑）、あそこからさら

にちょっと仲良くなったんだなと安心

しております。 

菊池さんは私の得意な動物占いでは

ゾウさん。政治の世界では橋本市長、

石原慎太郎。いいかどうかはそれぞれ

の価値観がありますが（笑）。原監督

など名将や改革派の方、すばらしい方

がたくさんいらっしゃいます。私も、

話していると通ずるものを感じるなと

いつも思います。本当に期待していま

して、みんなで応援していきたいと思

います。 

本日は大変な雪の中ですが、遠いと

ころからいらしていただいてお疲れ様

でした。どうなることかと思いました

が、こういう人数もまた思い出のひと

つかなと思います。本当にありがとう

ございました。 



 Weekly Bulletin of Hirosaki Apple Rotary Club                 No. 20, 2012-2013 

 

ニコニコ報告 

山本周平会長：久しぶりに皆さんの顔

が見れてうれしいです。大雪災害対策

本部が設けられておりますが、こんな

時こそ元気にいきましょう！ 

木村由美会員：雪すごい～(>o<)皆様気

をつけて運転しましょうね。事故多

し！！ 

山田順子会員：なんとかたどり着きま

したぁ～。雪のことしか話題に上がら

ない今日この頃ですが、早く春が来る

といいですねー。車がまだ修理から戻

りません。帰ってこいよ～。 

田中裕介会員：雪サイコ～♪ 

三浦順子会員：春よ、来い♪♪もう雪

やだ～。 

渡邊潔会員：橋梁模型の大会で本校が

最優秀賞になりました。昨年度に続き

２連覇です。 

宇野純子会員：今年は雪が多くて大変。

除雪作業大変ですが、頑張ります！ 

 

出席報告 

第 36 回例会            

出席者数 10 名          

出席率 36％           

修正出席率 46％ 

 

【メークアップ】         

２月７日 地区研修セミナー打ち合わ  
     せ 三浦会員           

同日  地区研修セミナー 三浦会員 

２月２０日 八戸南 RC 三浦会員 

          

 

 

 

■例会予定            

3 月 4 日（月）外部卓話（工藤真人  
    地区米山委員長と奨学生）  
3 月 11 日（月）内部卓話「私の履歴 
         書」（渡邊潔会員） 

3 月 18 日（月）E 例会       

3 月 25 日（月）D 例会（担当：ロー 
       タリー財団委員会）    

★4 月 22 日（月）の外部卓話は垣見

裕司様（東京紀尾井町 RC）です。垣

見様のプロフィールは下記ウェッブ

サイトをご覧ください。

http://www.sbrain.co.jp/keyperson/K-
6694.htm 

■地区内外行事                      

3 月 17 日 地区チーム研修セミナー 
     （八戸）             

5 月 12 日 地区協議会（八戸）    

5 月 17-19 日 ロータリー世界平和フ 
       ォーラム（広島）  

10 月 5－6 日 地区大会（八戸市） 


